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通常の生活を営んでいた，健康にみえる人

が急速に死に至ること。外因死（交通事故な
ど）は含まれない。WHOの定義では，瞬間死
あるいは発病後24時間以内の内因死とされて

いる。成人の突然死の原因としては，循環器
系疾患，とくに虚血性心疾患が最も多く，次
いで脳血管疾患が多いとされている。救急外
来に院外心肺停止患者として救急搬送される
ことも多く，その死因の確定に苦慮すること
も多い。類義語として「急死」があるが，こ
れは急変し死亡に至ることのみを指し，直前
の健康状態を問わない。したがって「突然
死」は「急死」の特殊なタイプと考えられる。

突然死



件数 急性心機能不全 虚血性心疾患 他の心疾患 大動脈瘤破裂 脳血管破綻 他の脳疾患 他の内因性疾患

～9歳 13 46 8 38 0 8 0 0

10～19歳 116 51 9 26 1 6 4 3

20～29歳 71 46 20 21 0 6 0 7

30～39歳 54 20 39 20 2 17 0 2

40～49歳 68 9 56 15 1 18 0 1

50～59歳 83 1 75 6 1 13 1 2

60～69歳 71 0 69 4 10 17 0 0

70～79歳 49 0 61 6 16 14 0 2

80歳～ 9 0 56 11 11 11 0 11

全体 534 21.7% 43.3% 15.5% 3.7% 12% 1.1% 2.6%

(畔柳三省:日本臨床スポーツ医学会誌10:470-489,2002)

1948年～1999年の52年間に東京都監察医務院で検案し
た東京23区内における運動中の突然死534件(剖検は
389件)。性別は男性が84%、年齢は10代が最も多かっ
た。運動種目ではランニングが118件と最も多く、水
泳68件、ゴルフ40件、体操31件、テニス27件の順。

運動中の突然死の検討



①医師より心臓に問題があると言われたことがありますか？

②心臓や胸部が痛むことがしばしばありますか？

③気を失いそうになったり、強い息切れの発作がありますか？

④血圧が高すぎると言われたことがありますか？

⑤運動で悪くなるような骨や関節の障害があると言われたことがありますか？

⑥①～⑤以外に運動ができない身体的な理由を持っていますか？

⑦65歳以上の方で今までに強い運動をやったことがないですか？

以上の質問の中で1つでも「はい」があった場合には
運動を始める前に医師とご相談ください。

British Columbia Ministry of Health作成

運動を始める前の自己診断票



内科的メディカルチェック項目

①血液検査
赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、白血球数

②生化学検査
ALT,(AST), γ-GTP, 総蛋白,総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ,中性脂肪, 尿酸, BUN, ｸﾚｱﾁﾆﾝ, 血糖

③尿検査
尿蛋白, 尿潜血, 尿糖

④胸部X線写真
正面一方向

⑤安静心電図
安静心電図で異常の認められた例には運動負荷心電図を行う。
40歳以上の男性、50歳以上の女性には運動負荷心電図を基本検査とする。

日本臨床スポーツ医学会学術委員会勧告2005より



スポーツ行事参加当日の
セルフチェック10ポイント

下記の質問に該当する項目に○をつけてください

1 熱はないか ない ある

2 身体はだるくないか ない だるい

3 昨夜の睡眠は充分か 十分 不十分

4 食欲はあるか ある ない

5 下痢をしていないか ない ある

6 頭痛や胸痛はないか ない ある

7 関節の痛みはないか ない ある

8 過労はないか ない ある

9 前回のスポーツの疲れは残っていないか ない ある

10 今日のスポーツに参加する意欲は充分にあるか ある ない

上記の項目の中で1つでも2列の回答の右の項目に〇が付いた場合は、当日のスポーツの参
加は避けて休養をとり、1週間以上症状の続いている場合は医師の診察を受けてください。

(昭和63年度、日本体育協会スポーツ医科学研究「スポーツ行事の安全管理に関する研究」より)


